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Abstract Infant-carrying behavior of parents and older siblings was obs巴rvedin the 

captive groups of red司handedtamarin (Saguinus midus), black eared marmoset (Callithrix 

ρenicillata), and white-faced marmoset (C. geoβ＇royz). For all these species, group members 

other than mother showed infant-carrying frequently. The pattern of division among group 

members was various corresponding to the group composition, esp巴ciallyto the number and 

age of older siblings. Among older siblings, elder siblings did carrying more frequently than 

younger ones. No particular bonding was observed between the infants and the care-taker. 

As the infant grows up, care-taker’s interest to the infant decreased but th巴irrejection 

increased. On the other hand, the infant continued to depend upon the care-taker. So, there 

occurred frequent conflicts between them. Parents and elder siblings tended to carry the 

twin togeth巴r.Duration of twin carrying was longer than that of single-carrying. These all 

results were discussed from the viewpoints of body weight difference between infants and 

care-takers, and the burden of infant-carrying. 

はじめに

小型の新世界ザjレであるマーモセット科 （Callithrichidae）の種は，数多い霊長類の中でも

母親以外の個体が育児を頻繁にすることで知られている。 このような育児行動を発達させた直

接の原因は，母親の体重に比して新生児の体重がかなり重いことであると考えられる。表lに

lリター（1腹仔）の合計体重と母親の体重の比を示したが， マーモセット科の3種（ピグミー

マーモセット，コモンマーモセット，ワタボウシパンシェ）の比はオナガザル科のサルや類人

猿の数倍から10倍にもなる。双子あるいは三つ子以上という複仔産という性質札 新世界ザ

ルの進化において二次的に小型化したマーモセット科のサルが， 相対的に大きな子どもを安全

に産むための手段としてやはり二次的に進化してきたものと考えられている（LEUTENEGGER,

1973）。樹上での昆虫食を主とする彼らにとって，自分の体重の20%にもあたる新生児 （1腹

仔）を年2回ずつ産み続けていく ことは，非常に大きな負担になる。誕生後の早い時期から父

親やそれ以外の個体が育児を分担することは，新生児の生存にとって重要であると考えられ

る。マーモセット科の種の示すこのような「集団育児」は，彼らのユニークな社会構造 （拡大

家族型や一妻多夫型）との関連からも注目 されている。年長のきょうだいが自分の生殖活動を
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表 l 各種霊長類における一腹仔と母親の体重比 （Kleiman,1977より）

種名 仔数 誕生時体重 母親体重 比率

( g) (g) 

ピグミーマーモセット 2 I 6 I 4 5 0. 22 

コモンマーモセ γ ト 2 25-30 220 0 23-0. 27 
28 262 0 2 I 

ワタポウシ，＜ンシェ 35-45 5 I 0 0.14-0.!8 

アカゲザル 330-360 4370-10659 0.03-0. 14 

シロテテナガザル 400 4110-6800 0.06-0.10 

ローランドゴリラ 2040 75000-110000 o. 02-0. 03 

オランウータン 1300-1600 37000 0. 0 4 

抑制されたままで示す育児行動や父親以外のオスによる育児行動の進化が，それぞれの社会進

化と深く関連すると議論されている（KLEIMAN,1979; TERBORGH & GOLDIZEN, 1985; GoL 

DIZEN, 1987; ABO廿， 1989など）。

本論文では，飼育下のマーモセット，タマリンで観察された育児分担行動の一般的特徴を示

すと共に，育児分担行動の発現様式に影響を与える諸要因の検討を行なう。特に， l頭の育児

個体から次の育児個体へ新生児が受け渡される Transferの様式と，今回の観察の結果明らか

になった「2頭同時育児」の傾向を中心的に分析した結果を報告する。これらの結果を総合し

て，マーモセット科の育児分担行動の特徴と意義について，新生児と育児個体の体重差という

観点から考察したい。

観察対象と方法

日本モンキーセンター （愛知県犬山市）の南米館ホールで飼育中のマーモセット 4種，タマ

リン2種のグループの育児行動を観察した。本論文では，このうちアカテタマリン

(Saguinusmidus），クロミミマーモセット （Callithrixρenicillata），シロガオマーモセット

(C. geo万royi）の結果のみを報告する。育児行動には，単なる運搬だけでなくグlレーミング

図l 生後1カ月の新生児を背負
う生後6カ月のシロガオマ
ーモセット （オス）

表 2 育児分担の観察対象

観察方法・倒名 双／~1 家践榊成（月齢〉 生後日敵

く1>30分ごとのテェック
アカテタマリン 双子 母、父、姉I( 1 4) 0-53 
（坐型担盟 副虫~） 姉2・兄（5)

クロミミ マーモセット I）双子 母、父 3 8-1 14 
（~ι且i旦巴叫且』旦旦〉

2）双子 母、父、姉・兄（5) 0-21 

3）双子 母、父、兄1(2 3）、 0-41 
兄2・姉1(I 8）、
兄3( 1 1）、姉2(7) 

<2＞継続観察
シロガオマーモセット 双子 母、父、兄1・兄2( 1 0）、 0 42 
（生日ι!!!:l!笠笠立旦l) 姉1・姉2(5) 
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や食物分配などもあるが （BROWN& MARK, 1978），ここでは新生児を抱いたり背負ったりす

る“carrying”を育児行動とし，その他の育児行動の観察結果は必要のある時のみに用いるこ

とにした。表2に各グループの家族構成と観察した時期の新生児の日齢を示した。観察データ

はデータ収集の方法から 2種類に分けられる。

1. 30分ごとのチェック（ポイントサンプリング）

午前9時から午後4時30分までの聞に30分ごと飼育ケージを見回って，新生児が誰に育児

されているかを記録する。 1988年5月から1990年4月までに，新生児が誕生した時に断続的

に観察を行なった。アカテタマリンとクロミミマーモセットを時期をかえて3期（それぞれグ

ループ l, 2, 3と呼ぶ）観察した。

2. 継続観察

シロガオマーモセット（図 1）を対象に，毎日午前か夕方の 1-2時間にケージ内で見られ

た社会行動（育児，攻撃，グルーミング，遊び，交尾など）のすべてや音声，採食などを記録

した。 出産直後の1989年10月よ り12月までに合計1243分の観察を行なった。

a 

80 
7 カテタマリン

70 
r一一一一一一・

崎
川
口

vc
－

60 ー－・－ Father 

~ 50 
ー-0一一 Mother

20 

一－－一一 14 mo J ω 

号 40 一－x-8-mo JI 
ぬ
o
a
h
p
m
E
 

一ート－8-m。J2
一一令一－ A lone 

10 

St-I St-2 St-3 St-4 

Aoo block (IQd aνs) 

s t・5 St-6 

b 
60 

シロガオ 7 ーモセット
一-Iトーー Fa the r ． 

50 ー-er--Mo th er 

一＿，，.一一 10-mo JI 

40 一－x一一 10-mo J2 
＠ 
E 一－x-5-mo JI 

』 30。 一一合一一 5-moJ2 

10 

一＋ー・ A lone 通網巳

20 

0 

St-I s t-2 s t-3 St-4 St-6 s t-7 St-8 

Aoe b l。ck 00 days) 

図2-1.新生児の成長にともなう育児分担の変化 (1)
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果

(1) 育児分担行動の一般的傾向

図2にアカテタマリン，クロミミマーモセットのグループ2, 3とシロガオマーモセットの

育児分担の様相を示した。新生児の生後日数を10日ごとでくぎって，各個体による育児が観

察されたポイント数 （シロガオマーモセットの場合は時間数）が全観察ポイ ント（あるいは全

観察時間）に占める割合を示した。どの種においても，母親だけでなく父親やきょうだいたち

がよく育児をしており，時に母親の育児ポイント（時間）よりも多い傾向がある。また，新生

児は生後10日を過ぎるころから単独状態が続くようになり，生後30日を過ぎるとこの傾向が

ますます強まり，それと共にどの個体も育児割合を減少させる。

クロミミマーモセットとシロガオマーモセットは互いに近縁であり，育児に関する一般的傾

向は種の違いよりもグループ構成の違いに大きく左右されると考えていいだろう。またアカテ

タマリンは，前2種とは別属で体も大型だが，より多くの種を対象とした育児行動の観察か

ら，育児分担の開始時期を除いて，上記のような育児の一般的傾向に関し属聞の大きな差は認－

結
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められなかった（宮藤他，

1989）。したがって，ここで

は種・属の違いよりもグルー

プ構成の違いに着目する。

クロミミマーモセットのグ

ループ2と3を比較すると，

グループ2ではきょうだいが

育児を行なうことは少なく，

もっぱら両親がおこなってい

るが，グループ3ではほとん

どきょうだいたちだけで育児

を分担している。図3できょ

うだい数ごとまとめると，

きょうだいの多いグループほ

ど両親の育児率が低い。

両親以外に複数世代のきょ

うだいがし、る時に，育児の割

合が彼らの月齢によってどう

違うのかを調べると，どのグ

ループにおいても，より齢の

進んだきょうだいほど育児を

よくおこなっていることがわ

かった（図 4）。また，新生

児の生後10日以内では，シ

ロガオマーモセットのよう

に，月齢の低いものでもよく

育児をしているが，新生児の

成長とともに，年長のきょう
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Pattern of infant transfer 
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図5.新生児の受渡し（Transfer）の様式
新生児の運動様式から Transferをalone（単独的）, Active（能動的）, Passive（受動的）の3つの

型に分けて，成長にともない各型の発現回数を示した。

。

だいと年少のき ょうだいとの較差がはっき りしてく る傾向があった。生後10カ月に満たない

幼いきょうだいにとって，新生児の体重の負担は大きく，急激に成長する新生児の体重増加に

もうまく適応していないようだ。以上のように，育児分担は群れ内のきょうだいの数，特に

10カ月齢を越えた個体の数によって，そのパターンが変わるといえる。

シロガオマーモセットでは， 2頭の新生児を個体識別し，特定の新生児と育児個体という結

びつきがあるか，新生児の成長にともなってどう変化するのかを調べた。育児の総時間でも，

平均の育児継続時間でも，そのような結びつきは認められなかった。

(2）新生児の受け渡し （Transfer）について

育児行動は，新生児と育児個体のかけひきの結果である。育児がどのようなきっかけでおこ

るのか， l頭の育児個体から次へというTransferはどのように起こるか，シロガオマーモセッ

トの観察からこの問題を検討した。 また， 新生児と育児個体の双方が 「育児」 に対してもつ動

機づけの強さが新生児の成長にともなってどう変化するのかも調べた。

Transferにはいろいろな形があるが，ここでは新生児の運動性に注目して，受動的なもの

(Passive；育児個体から別個体が新生児を奪う，育児個体による拒否，育児個体が接近し新生

児を連れていく），能動的なもの（Active; 自発的に育児個体聞を移る，育児個体との相互交
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図7.育児個体と新生児の動機つけの変化
(a）グループ内で関心行動や拒否行動を示す個体が l分あたり何頭いたかを示した。

(b）全観察時間のうち，新生児が音声を発する時間の割合。

渉が育児前後にある），単独性（Alone：，新生児の単独姿勢から育児が始まる，単独で放置さ

れる）の3つに分類した。これら 3つの型の Transferの発現回数を図5に示した。新生児の

成長にともなって，受動的なものがへり，能動的なものが増える。生後21日目以降には，単

独的なものがふえるとともに， Transferの全体数も多くなっている（Friedmanの検定，

P>0.05 ns）。
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育児個体が新生児に対し持つ関心の高さを調べるため，新生児に近づいて，さわる，尾や足

を引っ張る，鼻面をこすりつける，グルーミング，陰部をなめるなどの新生児への関心を示す

行動に注目し，育児以外の時にこれらの行動を示した回数を調べた。このような関心行動は，

育児行動を多く示す個体に多く（図 6; Kendall順位相関係数では ns），関心行動が育児個体

の育児への動機づけの強さを表わすと考えられる。新生児の成長と共に，育児個体は体をのけ

ぞらせる，新生児の尾をかむ，新生児の体をとまり木におしつけて新生児を振り落とそうとす

る，などの拒否行動も示すようになる。新生児の成長にともない，関心行動はいったんピーク

に達するが，新生児の独立性が強まるとともに低下する（図7a ）。これに対し，拒否行動を

示す個体は次第にふえている。

新生児は育児されることへの動機（欲求）をどれだけ持っているのか。育児個体から拒否さ

れた時やひとり放置された時など，新生児はくツピー・ツピ一一 〉というかん高い強い音声

を発することが多かった。この音声を保護を求める欲求の強さの指標とし，観察時間あたりに

発声のあった時間の割合を調べた（図 7b）。育児個体の側の動機づけの変化と対応させてみ

ると，新生児の欲求は成長とともにはっきりと示されるようになり，生後31日以降（St-4)

になってもなお高い。育児個体の動機は低くなっているにもかかわらず，新生児の欲求は依然

高いというズレが，育児個体と新生児の間に多くの conflictをおこしていたのだろう。生後21

日以降（St 3) Transfer自体の発現が高くなるのもこのような conflictの結果であると考え

られる。

(3) 2頭同時育児について

シロガオマーモセットの育児行動の継続観察から，新生児を l頭だけ育児するよりも， 2頭

セットで育児する時の方がより安定し，継続時聞が長いことが明らかになった（図8; Mann‘ 

Whitney U検定， P>0.05ns）。グループ全体の2頭同時育児のポイント数（あるいは時間数）

が総時間，総観察ポイントに占める割合を見ると，クロミミマーモセット（2）で81.85%，アカ

テタマリン74.75%，シロガオマーモセット39%であった。初期に年少のきょうだいによる育

児が多かったシロガオマーモセットで若干低いが，どのグループでも一貫して同時育児がよく

認められた。個体別でみると（図 9a c), 3グループすべてにおいて，母親にこの傾向が

顕著であった（すべて50%以上）。シロガオマーモセットとクロミミマーモセットでの行動観

察では，母親は2頭の新生児に，両わきの下の乳首をそれぞれ吸わせて，数分じっとする，と

いう授乳行動を行なうことが多く認められた。 2頭同時育児の傾向はこの授乳行動の延長にあ

るのだろう。母親以外では，父親や育児行動をよくする年長のきょうだいにも同じ傾向が見ら

れるが，いっぽう生後5カ月， 8カ月の年少のきょうだいではこの傾向が弱かった。

母親はまた，授乳に際して新生児を積極的に次々に回収していたが，同様の行動は，父親や

年長きょうだいでもよくなされ，新生児の成長にともなって多くなり， St 3でピークをむか

えた（図10）。育児個体が l頭の新生児を抱いてから 2頭目を抱くまでの潜在時間を母親とそ

れ以外の個体で比較したところ，回収行動のピークと呼応して，同時期には母親と同じような

潜在時間となっていた（図10,Mann-Whitney U検定， P>0.05ns）。このように，育児をよ

くする個体の育児行動は母親の育児様式に収散する傾向があった。

2頭同時育児をする個体には，突然に活動性の低下が認められ，他のきょうだいたちがレス

リングをしたり餌をとって食べたりしている時でも，新生児を背負ったまま，じっとすわって

いることがよくあった。
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図9. 2頭同時育児傾向の群内変異

全育児のうちに 2頭同時育児が占める割合を個体ごとに示した。

縦軸は図 lに同じ。
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図11.新生児と育児個体の体重比変化

EPPLE (1978）による飼育下のコモンマーモセットの日齢ごとの体重データをもとに，新生児の体

重が生後5カ月， 10カ月のコドモおよびオトナのどれだけの割合になるのか，新生児の誕生直後，生
後30日，生後60日について示した。

Infant age 

察

(1) 年齢による役割分化

新生児に対する育児行動は，きょうだいの月齢によって発現頻度が異なり， 10カ月未満の

きょうだいでは育児行動が少ない傾向があった。また， 2頭同時育児の傾向も年少のき ょうだ

いには認められなかった。

クロミミマーモセット，シロガオマーモセットの両種と非常に近縁なコモンマーモセットの

考
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飼育下での体重変化のデータ （EPPLE,1977）をもとに，図11に生後5カ月，10カ月のコドモ，

およびオトナの体重に対する新生児の体重の割合を誕生直後，生後1カ月， 2カ月について示

した。生後5カ月の年少きょうだいの場合， 新生児の誕生時，新生児l頭の体重は自分の体重

の18%だが， 1カ月後は38.8%とピークに達し，その後減少する。これに対し，年長のきょう

だいでは，同様の割合が13.9%,22.8%であり，オトナでは 8.5%,20%であった。

このように，きょ うだいの月齢による育児傾向の違いには，新生児との体重差の違いが強く

関係していると考えられる。特に年少のきょ うだいの場合， 2頭同時育児は自分の体重の半分

かそれ以上を運搬することになるので，事実上不可能に近いだろう。

飼育下のマーモセットは生後14-15カ月で性成熟に達する（谷岡， 1989）。 本研究でよ く育

児を行なっていた年長のきょうだいの多くは，性成熟に達しながら，それが抑制されていた

(ABOTT, 1989）と考えられる。その結果，母親の育児負担はかなりの程度軽減されていたので

ある。

このように両親以外の個体が育児をする意義を育児個体の側から考えると，血縁選択以外に

も可能性がある。 育児経験を積んで将来の繁殖効率を高める学習効果（LANCASTER,1971; 

HRDY, 1976）は，マーモセット類では飼育下で親の育児経験により繁殖成功が高まることで

支持されるのである（EPPLE,1978; KILBORN et al., 1983）。

(2) 2頭同時育児と育児負担の軽減

今回の観察で特に明らかになったこ とは，すべての種で2頭同時育児の傾向が認められ， 特

に育児そのものをよくする個体にこの傾向が顕著だったというこである。また，このような育

児個体は新生児を次々に回収することも行ない， 2頭同時育児の状態を積極的に作りだしてい

ることがわかった。 これまでの，2頭同時育児は飼育下のコモンマーモセット （Callithrixjac-

chus）の研究や（Box,1977），野生のセマダラタマリン （Saguinusfuscicollis）の観察でも

(GOLDIZEN, 1987）指摘されているが，その意義について詳細な検討がなされたことはない。

結果の項でも触れたように，このような 2頭同時育児の起源は，母親の授乳行動にあると考

える。授乳中はもともと運動性が低下するため， 母親にとっては同時に 2頭の新生児を抱いて

授乳する方が効率がよい。津田他 （1992）は，飼育下のコモンマーモセットの観察から，多

くの新生児が誕生後の早い時期から，どちらの側の乳首が好きかとしづ乳首の選好性 （nipple

preference）を示すと報告している。 この傾向は， 2頭同時授乳に対する新生児の側からの適

応とも考えられる。そして，新生児の側にも 2頭で抱かれることの何らかの心理的安定という

ものが想定できるのかもしれなし、。

授乳における 2頭同時性が，他個体による育児にまで躯張したのはなぜだろうか。 GoL-

DIZEN (1987）は野生のセマダラタマリンの観察から， 育児個体とそれ以外の個体のアクティ

ピティーを比較し育児中は採食や移動が減少して休息が増加することを報告している。量的

データはないが，今回の観察でも育児個体のアクティピティ ーは明白に低下していた。 体重比

の項でもみたように，育児行動は育児個体にとって相当な負担になる。 l頭ずつ育児して負担

時間を長く するより，全体の時間を短縮するという形でこの負担を軽減しているのである。し

たがって，育児に関しては，マーモセット類は双子を l頭の大きい新生児のように扱っている

ともいえる。

それでは，なぜ双子なのか。マーモセット類が多仔産をするようになった進化的理由につい

ては，変動の多い環境でできるだけ多くの子を残そうとする小型晴乳類の性質が保持されてい

るという考え方と，二次的に小型化した帰結であるという考え方（LEUTENEGGER,1973）が

79 
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ある。 l頭の大きな仔ではなく 2頭に分割するという意味は，「massの問題か numberの問

題か」という議論に拡張できるかもしれない。通常の育児においてはセットで扱うことが多く

ても，何らかの理由が生じた時に， 分割できることはやはり有利である。また，将来の hel-

perを増やすことにもつながる。マーモセット類をめぐるこのパズルは，環境変動，個体群変

動や育児行動の負担などについての定量的データを集積することから， 解いていくこ とができ

るだろう。
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